
　屋外イベントが徐々に増え、取材に行
く回数も増加。皆さんの活気と笑顔に触
れる度にコロナ以前の日常を取り戻しつ

つあることを意識します。当たり前の
日々を過ごせることの大切さを胸に、生
き生きとした枚方の今をお届けします。 編集者 S

カヤック、SUPなどの体験型イベント

　５月８日、
淀川を生かし
てまちに新た
な魅力をつく
る体験型イベ
ント「よどが
わアクティビ
ティくらわん
か」が淀川河
川公園枚方地
区で開かれま

した。カヤックやSUP、ドローン操縦など７つの
アクティビティを延べ約300人が楽しみました。
カヤックを体験した禁野本町在住の武田健次さん
（39歳）・真穂さん（9歳）親子は「見慣れた淀
川で体験できて嬉しい。新たなワクワクを感じ
た」と笑顔でした。

　４月19日、東日本大震災の流木から製作され
たバイオリンのコンサートが田口山幼稚園で開か
れました。震災の教訓を風化させず次の世代に伝
えるために市内学校園７カ所で開催されたもの。
同幼稚園では市出身のバイオリニスト・中井楓梨
さんが５曲を演奏。映画「となりのトトロ」メド
レーで楽しそうに体を左右に揺らす園児も。吉満
樹生さん（６歳）は「初めて近くで演奏を見た。
知ってる曲もあって楽しかった」と笑顔でした。

　５月３日、新名
神高速・宝塚北サ
ービスエリアでプ
ロレスや物産販売
で市をPRする「ひ
らかたDASH！！」が
開かれました。「面
白く社会貢献」を
スローガンに活動
するNPO法人ま
すくまんずと枚方

文化観光協会が企画。市内の子どもたちの公募で
誕生したオリジナルヒーローたちが悪役レスラーと
闘い、勝利すると観客からは拍手が。ブースで穂
谷の野菜を受け取った長岡京市の稲原南穂さん
（20歳）は「ひらパーの印象が強い枚方でタマネ
ギも採れるとは驚き」と話しました。

見慣れた淀川に新たなワクワク

津波の流木でできたバイオリンコンサート

宝塚北サービスエリアでプロレスや物産販売

緑化フェスティバルに4000人

３年ぶりの開催心待ちに震災の教訓、次世代へ

出張！枚方オリジナルヒーロー

　４月16日・
17日、緑化フ
ェスティバル
がニッペパー
ク岡東中央で
開かれました。
新型コロナの
影響で３年ぶ
りの開催に延
べ約4000人

が来場し、新生児誕生記念苗木の配付や園芸講座
など各コーナーには賑わいが。里山体験では慣れ
ない手つきで熱心に竹を切る子どもの様子も。寄
せ植え体験に訪れた馬場茂樹さん（65歳）は「３
年ぶりの開催が楽しみだった」と話し、妻・登喜
子さん（58歳）は作品を前に「爽やかで可愛ら
しい出来ばえ」と満足そうでした。
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「雫を受け止める手鞠花」

　今月号の表紙写真は、大阪市阿倍野区
在住の森畠智史さん（34歳）が令和元年
６月に山田池公園でアジサイを撮影。「し
ずくにピントを合わせ、ブレないように
注意して撮影しました。雨が残した一滴
がとても綺麗でした」。

1

総合
体育館

山田池

出屋敷
交差点

山田池公園
枚方藤阪線

自慢の写真が表紙になるかも!?
　枚方の魅力を再発見できる風景写真を大募
集。街中もOK。▶応募　電子メールに住
所・氏名（ペンネーム希望の場合はペンネー
ムも）・年齢・電話番号・電子メールアドレス、
写真の説明を書いて写真データを添付し広報
プロモーション課（kouhou@city.hiraka
ta.osaka.jp）へ。
　※応募作品は市公式フェイスブックやインス
タグラムで公開します。

ロシアと国境を接するジョージアの昔話を絵本に
した「チンチラカと大男」は最新作の訳本だ。絵を
手掛けたのは絵本作家・画家として有名なスズキコ
ージさん。「ビッグネームに最初は緊張したけれど、
感性が合い私の訳に合わせスムーズに絵を描いても
らいとんとん拍子で完成したんです」と笑顔で話
す。翻訳家デビューは28歳のとき。子育てに追わ
れていたが「チャンスを前に子をおんぶしながら懸
命に勉強しました」。ロシア語翻訳研究会を立ち上
げ、30年間にわたりメンバー同士で翻訳技術を磨
き続けてきた。「翻訳で大切なのは原作者の息遣い
を生かすこと。美しい日本語に訳そうといった翻訳
者のエゴを出さないように気をつけています」

ロシア圏の文化に関心を持ったのは小学６年生の
時、番組で見たオペラがきっかけだ。特に民衆が主
人公のロシアオペラに魅了される。「勉強嫌いの私

を心配した姉に成績が上がればオペラのレコードを
買ってあげると言われた途端、成績が伸びました」。
現地の文化を学ぶため、ロシアやウクライナを何度
も訪れている。「ロシア文化には陰影があり、日本
のわびさびに通じるものがあると思っています」

自身の著書にも登場する親友がウクライナの首都･
キーウに留まっている。「本当は逃げてほしいんで
す」。一方でロシアにも友人がいる。「どこに気持ち
を持っていけば良いのか。言えるのは戦争はだめだ
ということ。文化に罪はありません」

自宅の古民家に国内外の芸術家を招き個展やコン
サートを開催する活動も20年以上続けている。４
月に開催したピアノリサイタルでは「ＮＯ ＷＡＲ」
とデザインされた絵葉書を販売し来場者に募金を呼
び掛けた。「ささやかでも人の絆を作り、温かい気
持ちになれる場を大切にしていきたいですね」

片山 ふえさん

◆かたやま　ふえ　大阪外国語大学ロシア語科
卒業。訳書に「まんまるパン」「８号室」や最新
作のジョージア昔話「チンチラカと大男」、著書
に「オリガと巨匠たち　私のウクライナ紀行」
など。長尾元町在住。72歳。

翻訳家・文化コーディネーター

No.744

No.76
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